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　　　　　　　　　星の美とプラネタajウム
　　　　　　　　　　　　　京都　：琵野耕太郎
　憶める人や精根の鑑き果てた入に7美はしい星の輝きが大きな慰安と希望と
を與へ元氣を湧かぜた例を，私ぱ書物で幾度も諌んだ事がある．純潔，優雅，
高唱，等々，仰ぐ入と場合によって星の輝きが起させる感情は異るであろう・
しかし如何に言語が違ひ，人情が異る虞でも，星の輝きに美を感じない人の住
む虎はなかろう．星の輝きこそ，自然の與へた美の極致とも云ふべきである・
　星の美！！何も難かしV・事を考へす，唯じっと眺めるだけで星の美に醇へる
星の愛好者には要らぬ事ながら，科學は何でもを分類し，要素や法則を求める
もので，この星の美も美を構成する要素が数へられてるる．山本博士によれば，
明るさ，色彪，配置，瞬ぎ，運動，この5つが星の美を作る要素とされてみる・
　回天に散ば目星が二一・様の明るさでなく，底知れぬ室の深さを示すかの様に
或るものは明るく彊く閃き，或るものは微かに弱く輝いてみる．光度の不同は
誰でも一見直ちに感じるものであり美を作る第1かと思はれる．次に星は1つ
iつ色彩をもつてみる．青白，白，黄，赤，それぞれがスペクトルを示し，空
は季節々々に嘆き出る花を一時に集めた花園の様である．更にそれ等が難然と
散ばる様でありながら，一々に全く人工の妙を霊したかと思はれる優美な配列
があり，想ひを巡らせば彷彿たる姿を浮ばせる配置がある．星が美を構成する
ためには更に恰も生命あるものX如く，叉睡むた氣な少女の眸にも似て趨かに
瞬き，叉ゆるやかに東から西に歩みを響け夕と嶢に，四季折々に装を換へて室
に現はれねばならない，以上の5っの要素を備へた星を私達は美はしきものと
して愛し愉しんでみるのである・假りにその内の1っでも歓けた場合を，例へ
ば色彩や，瞬きが無い場合の星を想像すれば，如何にその美が滅殺される事で
あろうか．
　猫逸の科學の輝を蒐めたプラネタリウムは元治20米程の圓天弁を有っ室内で
精密巧妙な映爲機をもつて星室を現はし，天膿の運行を短時間に示し，基礎天文
學を読く天文教育の設備である．これが軍に天膿の蓮行だけを説明するもので
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なく，星に光度の差をっけ，薄明現象を現はし，晴れた夜，戸外で何の光にも
妨げられす室を仰いだ時と，同様の感じを出す事に努めてみるものである事は
誰しも認める虚であろう．叉そうあってこそプラネタリウムが簡軍な模型や幼
稚な挿圏式の幻燈と範を異にする虞である．こんな考へで眞の室とプラネタリ
ウムとを比較して見ると，天象を正確に現はすものとしてプラネタリウムには
未だ未だ不足な鮎が多v・．しかし此虚では絶へす室に映爲されてるる恒星に就
て先の星の美の要素を考へながら批評してみたV・．
　プラネタリウムで満足出來る美の要素は，明るさの美，配置の美，運動の美
であらう．勿論これも三密に云へば明るさの美に於ても室では1窯の星に光の
彊弱があるのに封し，プラネタリウムでは像の大きさによって現はされており，
配置の美に於ても観覧者の室内の位置を考慮すれば，硯方向による視角度の攣
化から當然歪められた天球を見る事になり，實際と同一の配置はプラネタリウ
ムでは誰1人見てみない事になる．それに反して星の運動はプラネタリウムの
生命であり，時間と位置とを超越して夢幻の境に遊ばせ實際以上に私達を愉し
ませてくれる．
　すると淺された要素は色彩の美と瞬きの美である．現在大阪に設置されてる
るプラネタリウムでは，全天の星が同一の色彩で少しも瞬きがなく絶今す明瞭
に見へてるて，三三ながら色彩と瞬きの2黙は現はせてるない．勿論これは大
阪のものだけに限った事ではないが，實感を殺ぐ事甚だ大である．
　しかしこの2黙の内，星の瞬きはソビエ1トに於て猫特の改造を施し，モス
コ1とレ1ニングラ1ドにあるプラネタリウムは星が瞬きをするそうである・
ソttエ1トでその改造法を秘密にしてみるため，ツアィス魯肚でもその方法が
解らぬと云ってみるが，恒星投光機内部にある銅板に孔を穿けた星圖板とレン
ズとの胤，叉は光源と星三板との闇に光を局部的に不規則に遮る工夫が施され
てみるのであろう・網目歌の物鎧を不規則に廻輻させる装置は考へられないも
のだろうか．
　最後に淺された色彩の美は，今の虞，世界中二二のプラネタリウムでも實際
通りの色魁を附けてみるものはなく）’ ｻれを施そうとしてみる話も聞かない．
これが晶晶通りに現はせれば素晴らしV・事であろう．色の無V・世界がどれだけ
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味を失なふかは日頃から旧記によって良く知ってみる虞である．これも個々に
就ては三軍に出來ないにしても，全艦として實感に近からしめる事は恒星投光
機の電球を適當な色にする事によって出來る事である．現に大阪では最初白色
の電球でFilつぼい星であったのを，三光色の電球と取換へて星が青白い色とな
り杢髄として星らしい感を増したのである．しかしベテルゲウスやアンタレス
の赤い星までが青白になってみるのは，悲哀を通り越して，滑稽である．
　個々の星に色をつける事は結局32個の恒星投光機の内にある32枚の星三板に
穿けられたそれに相當する孔に色のフィルタ｝を樹ければ出來る課である．
9000個の星1個々々にといへば大回であろうが，せ一めて20個の1等星だけでも
實際の僅蹴せ軸ものであろうか・三板．ゆ1纏の孔峠権戯か
ら全然不可能な事ではなかろう．しかし熱によって攣色せす適當な色の得られ
る薄い物質を求め，星岡板に附着せしめる技術を要する事は無論である．
　プラネタリウムを観て三際の星室を眺めた時に受けると同様の感銘を受ける
享が出留れば，現在一一般の人が観て感服し満足してみるプラネタリウムが，私
達星の愛好者にも深い印象を與へ満足出減るものとなるだろう．記事者の絶へ
ざる研究を望みたい．（昭和13年2月）
　　　　　　　　　　　　24時間制の時計
　午前午後の匠別を慶して一一．一日24時闇制にすることは，大分廣く行はれて來て
居り，欧米の汽車時聞は殆ど総て之に依ってみる．然し今までの所，24時聞制
の時計は軍に1から12までの文字と，13から24までの文字を一一所に書いたもの
位しか使用されてるなV・∫何故純然たる24時間制の時計が出來ないのか．
　その原因は機械的に困難なのではなくて，今までの時計の製作設備に大攣更
を加へなくてはならなV・からである．所が今度凋逸で簡軍に24時聞制の時計が
出來る様な磯明が現はれた．その考案は今までの時計の文字が正午になると13
から24までの文字を入代る様にした唱ナである．だから時針も分針も，從て之
を動かす歯車装置も今までのものが使へるので，たビ文字板が一日に2回入代
る様な装置を附加しさへすればよい．その中此式の時計が市場に現はれて回る
ことであらう．（軍事ミ技衛，第！33號）
